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本
文
の
ね
ら
い

・
要
点

【時
の
ア
セ
ス
」
は
、
停
滞
し
て
い
る
公
共
事
業

の

再
評
価

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
検
証
に
不
可
欠
の
情
報
公
開
と
住
民

参
加
は
機
能
し
て
い
る
か
。
⊥
幌
高
原
道
路
を
例

に

考
え
る
。

は
じ

め

に

「
時

の

ア

セ

ス

メ

ン
ト
」

は
、

い

ま

や
、

北

海

道

の
最

人

の

セ

ー

ル

ス

・
ポ

イ

ン
ト

で
あ

る
。

「
時

」

を

象

徴

す

る
砂

時

計

か

ら
流

れ

落

ち

る
砂

が
空

中

で
静

止

し
、

チ

ョ
ウ

が

と

ま

っ
て

い

る
。

そ

の
か

た

わ

ら

に

は
、

〈
未

来

の
た

め

に
、

今

、

「
立

ち

止

ま

る
」
〉

と

い

う

メ

ッ
セ

ー

ジ
。

一
九

九

七

年

十

一
月

二

日
、

『
毎

日
』

『
読
売

』

『
中

日
』

の
各

紙

全

国

版

に
、

北

海

道

が

「
時

の

ア
セ

ス
メ

ン
ト
」

を
紹

介

す

る
全

面

広

告

を

掲

載

し

た
。

画

面

の
下

に

は
、

以
下

の
よ

う

な

「
時

の

ア

セ

ス
メ

ン
ト
」

の
説

明

と

そ

れ

に
取

り
組

む
姿

勢

が
記

さ

れ

て

い
る
。

「
時

」

と

い
う

も

の
さ

し

を

あ

て
、

さ

ま

ざ

ま

な
施

策
を
再
評
価
す
る
。
北
海
道
は
、
「
時

の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
中
に
は
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
当
初
の
意
義
や
実

行
性
、
投
資
効
果
な
ど
が
変
わ

っ
て
き
て
い
る
も
の
が

あ
る
は
ず
で
す
。
し
か
し
、

一
度
始
め
た
施
策
は
、
途

中
で
見
直
し
た
り
、
中
止
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
「行
政
に
ま
ち
が
い
は
許
さ
れ
な
い
」

と
い
う
考
え
方
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
た
め
で
す
。
立

ち
止
ま
り
、
そ
し
て
考
え
る
。
新
し
い
方
向
が
見

つ
か

れ
ば
、
別
の
方
法
を
考
え
て
改
め
て
取
り
組
み
直
す
。

あ
る
い
は
、
思

い
き

っ
て
や
め
る
勇
気
を
持

つ
。
北
海

道
が
取
り
組
ん
で
い
る

「時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情

で
停
滞
し
た
り
、
時
間
が
か
か
り
過

ぎ
て
い
る
施
策
に

「時
」
と
い
う
客
観
的
な
も
の
さ
し

を
あ

て
、
再
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
分
た
ち
の

住
む
地
域
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。
何
を
ど
う

す
る
こ
と
が
北
海
道
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
か
。

わ
た
し
た
ち
は
、
「時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

の
取
り
組

み
を
ひ
と

つ
の
き

っ
か
け
に
し
て
、
み
ん
な
で
知
恵
を

出
し
、
思
い
を
寄
せ
合

っ
て
、
豊
か
で
個
性
的
な

「
地

域
の
か
た
ち
」
を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

公
共
事
業
の
見
直
し
を
、
全
国
に
先
駆
け
て
高
ら
か
に

宣
言
し
た
北
海
道

の
こ
の

「時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
(
以

下
、
「
時
の
ア
セ
ス
」)
は
、
時
代
の
要
請
を
見
事
に
キ
ャ
ッ

チ
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
た
め
、
ま
た
た
く
ま
に
全
国
に
広

が

っ
た
。
橋
本
首
相
が
国

の
公
共
事
業

へ
の
適
用
を
指
示

し
、
九
七
年
十
二
月

に
は
、
北
海
道
に
先
駆
け
て
、
農
業

用
ダ
ム
の

一
五
事
業
が
中
止
さ
れ
た
。

し
か
し
、
年
末
恒
例

の
流
行
語
大
賞
に
ま
で
選
ば
れ
た

「
時
の
ア
セ
ス
」
は
、
そ
の
言
葉
の
広
が
り
と
は
う
ら
は

ら
に
、
肝
心
の
北
海
道

で
の
見
直
し
作
業
の
道
筋
は
、
道

民
の
目
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
こ
な
い
。
北
海
道
が
格
調
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高

く

掲

げ

た

前

記

の
広

告

は
、

こ

の
ま

ま

で
は

伝

・
広

告

」

に
な

り
か

ね
な

い
。

「誇
大
宣

「時

の
ア
セ
ス
」
公
表
ま
で
の
攻
防

北
海
道
は
、
毎
年
、
国
の
公
共
事
業
費
の

一
割
に
あ
た

る

一
兆
円
を
超
え
る
開
発
予
算
や
、

一
千
二
百
億
円
と
も

い
わ
れ
る
国
の
補
助

・
負
担
率
の
上
乗
せ
措
置

(北
海
道

特
例
)
に
頼

っ
て
き
た
開
発
天
国
で
あ
る
。

そ
の
北
海
道

が
、

こ
れ
ま
で
後
戻
り
す
る
こ
と
の
な
か

っ
た
公
共
事
業

の
あ
り
方
に

一
石
を
投
じ
た
。
そ
れ
が

「時

の
ア
セ
ス
」

で
あ
る
。
住
民
の
反
対
運
動
な
ど
で
長
い
間
進
展
で
き
な

い
事
業
を
、
「時
」
と
い
う

「も

の
さ
し
」

で
チ

ェ
ッ
ク

し
直
し
、
過
去
の
い
き
さ

つ
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
中
止
も
視

野
に
入
れ
て
、
再
点
検
し
よ
う
と
い
う
こ
の
取
り
組
み
は
、

全
国
で
も
初
め
て
の
試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

九
七
年
七
月
十
五
日
、
北
海
道
の
堀
達
也
知
事
は
、
事

業

の
継
続

・
中
止
を
再
評
価
す
る

「時
の
ア
セ
ス
」
の
対

象
事
業
と
し
て
、
士
幌
高
原
道
路
な
ど
の
六
事
業
を
公
表

し
た
。
今
回
選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
士
幌
高
原
道
路
の
ほ

か
、
水
源
用
の
ダ
ム
の
上
流
に
計
画
さ
れ
た
道
民
の
森
の

ゴ
ル
フ
場
と
ス
キ
i
場

(当
別
町
)
、
水
の
需

要
予
測
が

変
化
し
た
ト

マ
ム
ダ
ム

(占
冠
村
)、
平
取
ダ

ム

(平
取

町
)
、
苫
東
工
業
用
水

(苫
小
牧
市
)
、
自
然
保
護
団
体
が

反
対
す
る
松
倉
ダ
ム

(函
館
市
)

の
六
事
業

で
あ
る
。

長
良
川
河
口
堰
、
宍
道
湖
中
海
、
諌
早
湾
な
ど
、
生
活

環
境

・
生
態
系
の
破
壊
が
指
摘
さ
れ
る
公
共
事
業
の
見
直

し
が
全
国
的
に
問
わ
れ
て
い
る
中

で
、
北
海
道
が
国
に
先

駆
け
て
公
共
事
業
の
具
体
的
な
見
直
し
に
着
手
し
た
こ
と

が
、
「先
駆
的
な
施
策
」
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
大

々
的
に

報
道
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
「『時
の
ア
セ

ス
』
を
全
国

に
」
(『朝
日
』
九
七
年
七
月
二

一
日
社
説
)
を
は
じ
め
と

す
る
報
道
の
反
響
に

一
番
驚
い
た
の
は
、
当
事
者
で
あ
る

道
庁
の
職
員
で
は
な
か

っ
た
か
。

「長
期
間
停
滞
し
て
い
る
事
業
を
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
、
大
胆
に
見
直
そ
う
」
と
い
う

「時
の
ア
セ
ス

(時

代
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の
再
評
価
)」

構
想
が
発
表

さ
れ
た
の
は
、
九
七
年

一
月
三
日
で
あ
る
。
し
か
し
、
堀

知
事
が
年
頭

の
記
者
会
見
で
こ
の

「時

の
ア
セ
ス
」
構
想

を
発
表
し
て
か
ら
、
見
直
し
の
対
象
と
な
る
具
体
的
な
事

業
名
が
七
月
に
公
表
さ
れ
る
ま
で
の
半
年
間
は
、
混
乱
を

き
わ
め
た
。
「
ム
ダ
な
公
共
事
業
」
が
全
国
的

に
問
題
視

さ
れ
る
中
で
、
そ
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
事
業

の
中
止

を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
抱
い
た
士
幌
高
原

道
路
の
地
元
で
あ
る
十
勝
選
出
の
道
議
会
議
員
が
、
与

・

野
党
合
わ
せ
て

一
斉
に
反
発
し
、
士
幌
高
原
道
路
を

ア
セ

ス
の
対
象
か
ら
外
そ
う
と
、
知
事
や
道
庁
幹
部
に
対
し
、

議
会
対
策
を
か
ら
め
て
働
き
か
け
た
か
ら
で
あ
る
。

と
く
に
、
最
大
野
党
で
あ
る
自
民
党
は
、
地
元
選
出
の

当
時
の
中
川
義
雄
議
長
を
先
頭
に
、
執
拗
に
道
庁
に
働
き

か
け
、
事
業
名
の
公
表
を
先
送
り
さ
せ
て
し
ま

っ
た
。
中

立
で
あ
る
べ
き
議
長
が
、
地
元
の
土
建
業
者

(後
援
会
)

の
た
め
に
、
道
庁
幹
部
を
ど
う
喝
す
る
姿
は
異
様
で
あ
り
、

公
共
事
業
の
利
権
化
と

「
族
議
員
」
が
暗
躍
す
る
道
政
の

実
情
が
、
道
民
の
前
に
さ
ら
け
出
さ
れ
た
。

四
月
二
三
日
、
道
の
…機
構
改
革
条
例
を
審
議
す
る
特
別

委
員
会

で
、
道
側
は
、
条
例

の
承
認
と
ひ
き
か
え

に
、

「時
の
ア
セ
ス
」
の
対
象
事
業
を
選
定
す
る
さ
い
に
は
、

「地
元
自
治
体
の
首
長
や
議
会
の
理
解
を
得

て
進
あ
た
い
」

と
い
う
見
解
を
、
自
民
党
の
質
問
に
対
す
る
答
弁
の
中
で

表
明
し
、
「
時
の
ア
セ
ス
」
実
現
に
向
け
た

ハ
ー
ド
ル
を

高
く
し
て
し
ま

っ
た
。

一
方
、
大
雪
山
の
自
然
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生
息
地
を
破

壊
す
る
士
幌
高
原
道
路
計
画
の
中
止
を
表
明
し
て
き
た
自

然
保
護
団
体
は
、
議
会
対
策
の
た
め
に
、
妥
協
と
後
退
を

く
り
返
す
知
事
の
姿
勢
と
、
「時
の
ア
セ
ス
」
の
行
方
に
、

危
機
感
を
募
ら
せ
た
。
四
月
二
四
日
、
北
海
道
自
然
保
護

協
会
、
北
海
道
自
然
保
護
連
合
、
十
勝
自
然
保
護
協
会
の

三
団
体
は
、
「時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
公
開
質
問

状
」
を
知
事
に
提
出
し
、
士
幌
高
原
道
路
を
対
象
事
業
と

す
る
こ
と
、
「地
元
」
の
利
害
に
固
執
す
る
自
治
体
と
政

治
家

の
圧
力
に
屈
せ
ず

「時
の
ア
セ
ス
」
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
な
ど
を
申
し
入
れ
た
。

七
月

一
四
日
、
道
議
会
で
事
業
を
公
表
し
よ
う
と
い
う

知
事
の
動
き
に
対
し
、
自
民
党

・
道
民
会
議
は

「
公
表
す

れ
ば
、
現
在
審
議
中

の
第
三
次
道
長
期
総
合
計
画
の
審
議

に
影
響
す
る
」
と
、
ま
た
も
公
表
を
阻
止
す
る
構
え
に
で

た
。
議
会
対
策
の
た
め
に
、
「
時
の
ア
セ
ス
」
制
度

そ
の

も
の
が
、
空
中
分
解
し
か
ね
な
い
場
面
だ

っ
た
。
し
か
し
、

翌

一
五
日
、
今
度
は
、
最
大
与
党
の
民
主
党
が
、
知
事
サ

イ
ド
に

「今
日
、
公
表
で
き
な
け
れ
ば
与
党
と
し
て
制
度

廃
止
を
要
望
す
る
」
と
決
断
を
迫

っ
た
。
最
終
的
に
は
、

与
党
に
背
中
を
押
さ
れ
る
形
で
、
自
民
党
の
反
対
を
押
し

き
り
、
よ
う
や
く
公
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

堀
知
事
が
、
土
壇
場
で
事
業
の
公
表
に
ふ
み
き

っ
た
の

は
、
二
年
後
の
知
事
選
で
の
再
選
戦
略
と
、
こ
こ
で
公
表

し
な
け
れ
ば
、
制
度
そ
の
も
の
が
空
中
分
解
し
、
知
事
と

し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
局

面
に
立
た
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
時

の
ア
セ
ス
」

が

浮
上
し
た
直
接
の
き

っ
か
け
は
、
「官
々
接
待
」
や

「
カ

ラ
出
張
」
「
カ
ラ
雇
用
」
な
ど
が
、
道
庁

の
組
織
ぐ
る
み

で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う

一
連
の
不
祥
事
の
発
覚
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
著
し
く
低
下
し
た
道
政
と
知
事

へ
の
信
頼
を

挽
回
す
る
た
め
の
起
死
回
生
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
道
政
改
革

の
エ
ー
ス
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
が
、
こ
の

「時
の
ア
セ

ス
」
構
想
で
あ
る
。
最
初
に
こ
の
問
題
を
提
起
し
た
の
は
、

知
事
の
諮
問
機
関

「道
政
改
革
民
間

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
提
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国立公園計画 ・事業と士幌高原道路との関係 (俵浩三氏作成)

自然公園法の規定 士幌高原道路の経緯と今後の方向

事項 法令 年月 環境庁関係 北海道関係 備考

1963 山火事防止を主目的とし、士幌町が町道
として着工

国立公園の区域外

国立公園計画決定 法12条 1965.10 大雪山国立公園道路計画決定 国立公園の区域に入る

〃 事業決定 法12条 1965.10 〃 道路事業決定

〃 事業執行承認 法14条
令7条

1965, 〃 道路事業執行承認 士幌町がr全 線地上ルー ト」で、公園事業 とし
て執行

〃 事業の地位の承継 令12条 1969 〃 道路事業の承継承認 北海道が道道として事業を承継

1972 未開削2.6k面 を残 して工事中断 未開削区間はナキウサギの国内最大生息地であることが判明。工事中止を求
める世論が高まる。

1973.10 自然環境保全審議会 「林談話」公表 北海道開発局が計画した 「大雪縦貫道路」の取下げに伴い、公

襲 欝 野 り方の基本を示した齢 士鵬 原道路はこの談

1979～81 道路予定地の自然環境調査

1980.1 「国立公園又は国定公園の公園計画
再検討実務要領」を策定

事業執行中の道路も再検討の対象とすることを明記。

1987.7 知事が 「駒止ルート」で工事再開を表明 r駒止ルー ト」で も 「林談話」に反する.

1987.8 環境庁が、士幌高原道路は 「林談話
」以前の認可(承 認)な ので談話
の適 用除外と国会答弁

この国会答弁は 「公園計画再検討実務要領」と整合しない。

1989.7 「北海道自然環境保全指針」公表 指針では士幌高原道路予定地を 「厳正に保全」 「徒歩利用に限定
」と明記。

1993.9 知事がr全 線トンネル」が最良と表明
鉾」「含欝 都6十鎌もト1幣勇」1ま齪魏 雛 麩羅 舗
火事対策にまった く役立 たない。

国立公園計画変更 1995.5 自然環境保全審議会が 「全線トンネ
ル」を認める答申

審議の内容や経過などの情報はいっさい非公開。

1995.8 大雪山国立公園計画の変更決定

1996.7

護魏騨鯉 誤腎罎盤鎌ま幅雫馨髭脚財
1996.8 地 方 自治法242の2条 に より、住民有 志が知事を相手 として

「ナキ ウサギ裁判」の住民訴訟(継 続中)。

1997.7 知 事が 、士幌 高原 道路の 見直 しを 「目玉
」とす る 「時 のアセスメン ト」を公表

国立公園事業の変更 法13条
士幌高原道路の見直し

〃 施設変更承認 令10条 実施する場合 実施しない場合
8
「時のアセスメント」で中止
「ナキウサギ裁判」で中止
(中止に伴う自然公園法の手続きは省略)

。○
㏄



言

(九
六
年
八
月
)
だ

っ
た
。
そ
の
最
大

の
目
玉
が
、
対

象
事
業

の
筆
頭
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

「大

雪
山

の
ナ

キ
ウ
サ
ギ
裁
判
」
と
し
て
全
国
の
注
目
を
集

め
る
士
幌
高

原
道
路

の
見
直
し
で
あ

っ
た
。

士
幌
高
原
道
路
と
見
直
し
作
業
の
問
題

「時
の
ア
セ
ス
」
は
、
停
滞
し
て
い
る
事
業
を

「時
間
」

と
い
う
客
観
的
な

「
も
の
さ
し
」
を
基
準
と
し
て
、

一
度

立
ち
止
ま
り
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
を
考
え

て
み
よ
う
と

い
う
事
業
の
再
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
同
時
に
、
「時
間
」
と
い
う

「も
の
さ
し
」

で
、
行
政

機
構
の
内
部
か
ら
、
自
ら
の
判
断
の
妥
当
性
を
再
評
価
し

よ
う
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
。

事
業
を
推
進
し
て
き
た
担
当
の
部
署
や
職
員
が
、
そ
の

事
業
を
客
観
的

に
再
評
価
す
る
審
判
者

の
立
場
で
、
見
直

し
作
業
に
必
要
な
資
料
を
ど
こ
ま
で
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
。
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
俵
浩
三
会
長
が
指
摘

す
る

「
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
レ
フ
ェ
リ
ー
が
同
じ
」
と
い
う
困

難
な
状
況

の
中

で
は
、
「時
の
ア
セ
ス
」

が
実
効
あ
る
シ

ス
テ
ム
と
し
て
機
能
す
る
か
ど
う
か
は
、
事
業
の
是
非
を

判
断
す
る
知
事
と
道
庁
職
員
の
、
社
会
状
況

の
変
化
と
時

代
の
要
請
を
的
確

に
判
断
す
る
能
力
の
有
無

に
か
か

っ
て

い
る
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
道
民

へ
の
情
報
公
開

と
参
加
の
シ
ス
テ
ム
を
築
く
こ
と
に
対
し
て
は
消
極
的
で
、

「族
議
員
」
と
の
な
れ
あ
い
を
含
む
議
会
対
策

を
優
先
さ

せ

つ
づ
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
知
事
と
職
員

の
姿
勢
を
、

「時
の
ア
セ
ス
」
の
再
評
価
の
過
程
で
、
ど

こ
ま

で
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
。
「時
の
ア
セ
ス
」

が
、

道
政
改
革

の
バ
ネ
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
、
知
事
の
点
数
稼
ぎ
や
構

想
だ
お
れ
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
か
。
士
幌
高
原
道
路
に
対

し
て
ど
う
い
う
結
論
が
出
さ
れ
る
か
は
、
そ
の
こ
と
を
判

断
す
る
重
要
な
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
た

「
時
の
ア
セ
ス
」
の
見
直

し
作
業

の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
検
討
事
項
、
検
討

方
法
な
ど
は
、
事
業
ご
と
に
定
め
ら
れ
、
個
別
の
検
討
作

業
が
進
行
中

で
あ
る
。
士
幌
高
原
道
路
の
場
合
、
見
直
し

作
業
の
結
論
が
出
さ
れ
る
の
は
、
九
八
年
三
月
末
と
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の

一
月
後
に
控
え
る
知
事
選
の
影
響
を
受

け
は
し
な
い
か
ど
う
か
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な

「政
治
」
の
影
響
を
シ
ャ
ッ
ト

・
ア
ウ
ト
す

る
た
あ
に
も
、
「時
の
ア
セ
ス
」

に
は
、
評
価
の
客
観
性
、

決
定
過
程
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
、
情
報
公
開
と
住
民

参
加
の
徹
底
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
出
の
自
然
保
護
三
団
体
は
、
「
『時
の
ア
セ

ス
』

の
検
討
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
と
い
う
内
容

の
要
望
書
を
、
九
七
年
九
月
と
十

一
月
の
二
回
に
わ
た
り

提
出
し
た
。
そ
の
中
で
、
「士
幌
高
原
道
路
計
画
に
対
す

る
過
去

の
道
政
の
対
応
に
、
錯
誤
、
矛
盾
、
不
適
切
、
不

合
理
が
な
か

っ
た
か
ど
う
か
を
、
十
分
に
点
検
、
評
価
し
、

そ
の
過
程
と
結
果
を
道
民
の
前

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

必
要
」

で
あ
り
、
そ
の
検
討
内
容
を
十
項
目
に
わ
た

っ
て

指
摘
し
た
上
で
、
「早
急
に
検
証
し
、
そ
れ
を
ど

の
よ
う

な
理
由

で
、
ど
の
よ
う
に
判
断
、
評
価
し
た
か
」

に
対
す

る
回
答
を
求
め
た
。

し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
道
か
ら
の
回
答
は
、
「
こ
れ

ら
の
質
問
は
、
過
去
の
判
断
等
に
つ
い
て
問
う
だ
け
で
な

く
、
現
在
の
認
識
な
ど

『時
の
ア
セ
ス
』
の
評
価
作
業
に

直
接
的
、
間
接
的
に
関
連
し
て
い
る
」

の
で
、
「
質
問
に

対
す
る
回
答

(道
の
判
断

・
評
価
)
に
つ
い
て
は
、
再
評

価
の
結
果
を
待
た
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
で
き
な
い
」
と
い

う
も
の
で
あ

っ
た
。
「
過
去
の
判
断
」
を

「
な
ぜ
、

ど
の

よ
う
な
理
由
で
、
そ
の
よ
う
に
対
処
し
た
か
」
と
い
う
点

に
つ
い
て
の
再
質
問
に
対
し
て
も
、
「
再
評
価
の
結
果
」

が
出
る
ま
で
は
、
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
頑
な
で
あ
る
。

再
評
価
の
結
果
が
出
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
の
透
明
性
、
客

観
性
、
情
報
公
開
が
実
際
に
は
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う

厳
し
い
状
態
で
あ
る
。

「
時
の
ア
セ
ス
」
の
評
価
作
業
は
、
そ
の
事
業
の
必
要

性
、
妥
当
性
、
優
先
性
、
効
果
、
住
民
意
識
、
代
替
性
の

六
項
目
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
、
ど
う
い
う
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
判
断
さ
れ
る
の
か
と
い
う
情
報
の
共
有
と
公
開
が
伴

わ
な
い
か
ぎ
り
、
従
来
の

「密
室
の
審
議
」
と
変
わ
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

九
八
年
二
月

一
四
日
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
主
催

で
、
「
『時
の
ア
セ
ス
』
を
ア
セ
ス
す
る
」
集
会
が
行
わ
れ

た
。
「時

の
ア
セ
ス
」
に
は
不
可
欠
の
、
客
観
性
、
透
明

性
の
確
保
、
情
報
公
開
と
住
民
参
加
が
、
実
際
に
機
能
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
、
道
民
の
側
か
ら
検
証
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。
ア
セ
ス
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
五

つ
の

事
業
に
つ
い
て
、
事
業

に
反
対
を
表
明
し
て
き
た
市
民
グ

ル
ー
プ
の
報
告
か
ら
、

ア
セ
ス
の
手
続
き
の
現
状
と
そ
の

問
題
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
を
、
①
現
在
進
行
中
の
見
直
し
手
続
き
に

つ
い

て
事
業
毎
の
進
捗
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
②
評
価

の
プ

ロ
セ
ス
に
行
政
の
外
部
の
専
門
家
や
市
民
代
表
を
加

え
る
こ
と
、
③
対
象
事
業
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
資
料
を

整
理
し
、
公
開
に
応
じ
る
こ
と
な
ど
の
六
項
目
に
ま
と
め
、

知
事
あ

て
に
提
出
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

「時
の
ア
セ
ス
」
は
、
そ
の
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で

は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
見
直
し
を
し
た
か
、
そ
の
具
体
的

な
検
証
方
法
と
結
果
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
」
で
か
か
わ

っ
て
い
る
士
幌
高
原
道

路
を
通
し
て
、
「時
の
ア
セ
ス
」

の
検
証
作
業

に
注
目
し

て
い
き
た
い
。
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